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【令和元(2019)年度 中間評価結果】 
評価 評価基準

Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見）

出版システムの構築や単行本の電子化など国際情報発信強化のための目標が着実に達成さ

れつつあり、補助期間終了後も新システムでの情報発信は可能と判断できる。また、経費の使

用もおおむね妥当と言える。国際数学者会議で日本数学会のブースが他のブースより盛況だっ

たとのことであるが、その理由を解析し今後の活動に活かせれば更なる向上が期待できる。残

りの期間で、英文ホームページの改良、海外の数学会との一層の交流促進、編集システムの再

構築、オープンアクセスの準備などの計画をしっかり実行し、補助期間終了後も高い国際情報

発信力のある団体となっていただきたい。 


